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Navigate 「自社の課題がわからない」事業者へのサポート

経済産業省が提供する「ローカルベンチマーク」を活用した「企業の
健康診断」を行うことで、自社理解を深め、強みと課題の可視化へと
繋げます。頭の中のモヤモヤを解消したい、事業承継の前に課題を整
理したい、社員と課題認識を擦り合わせたい、そもそも支援機関に何
を相談すればいいのかわからない、そんな事業者の方におすすめです。
今後の事業展開を考える際に、一度「健康診断」をしてみませんか。

Variation IT活用から商品開発まで各専門家が多角的に対応

Innovate 若手リーダーの育成により組織内の意識改革を推進

経営者がいくら自社のビジョンを掲げたとしても、それを実行してい
く現場の若手リーダーが腑に落ちなければ、当該ビジョンは機能しま
せん。実務に精通している優秀な若手リーダーへ直接アプローチする
ことで、組織を変革させていく思考を育てる研修を実施しています。
若手リーダーが自ら発信する機会を増やし、組織内での横展開を促す
ことで、最終的には組織全体の意識改革へと繋げていくサポートです。

Collaborate 製造業だけにとどまらない異業種とのマッチング

八尾市内の製造業者が、ECサイトにおける女性向け商品のバナー制
作ができる方を探されていました。そんな時、ちょうど自身が創業相
談で対応していた、母娘で創業されたデザイナーグループがいらっ
しゃったため、両者へお声がけしたところ、市内事業者同士の協業が
成立し、両者にメリットを感じていただくことができました。製造業
だけにとどまらない、業種を超えたマッチングにも対応しています。

Added
value

医療機器分野への進出
による高付加価値化

医療業界において、以
前まで名医の「カン・
コツ」頼みだった技術
を数値化することで、
名医と同じ施術を可能
にしたい、というニー
ズが拡大しています。
そこで、様々な計測技術をお持ちだっ
た精密金型の製造業者にお声がけし、
展示会出展を経て、製品化を目指した
大学との連携にまで至りました。医療
技術に転用できる技術を持つ事業者を、
現場ニーズと引き合わせ、高付加価値
化を目指す、医工連携のサポートです。

マネタイズポイント確
立まで目指す創業支援

創業５年未満のインキュベートルーム
入居者への継続的な支援を実施してい
ます。入居者であるさつまいも農家が、
規格外品の用途に悩まれていた際、自
身の知る加工業者と繋げることで、芋
焼酎の商品化が実現しました。現在で
は大阪市や八尾市を中心に、百貨店や
飲食店での取り扱いが
広がっています。開業
手続きや公的制度の説
明のみならず、マネタ
イズポイントやビジネ
スモデルの確立までを
サポートしています。生産管理システムを開発したものの、ベンダーに生産管理の知見が不

足し事業者も初の開発だったため、システムの使い勝手が悪く、使用
されていない状況でした。そのため両社の間に立ち、通訳のような役
割で打ち合わせにも立ち合い、システムで解決したい課題の整理と優
先順位を設定することで、約半年で改修が完了、実運用に至りました。

事業所へ訪問し、課題のヒアリングおよびサポートの提案を行ってい
ます。事業者ごとに異なる多様な課題に対して、各分野の専門家や支
援機関をご紹介。「ITツール導入後に活用できていない」、「自社商
品開発が進まない」という課題を、同センター内のコーディネーター
へ橋渡ししました。知財や表面処理の課題には自身が対応しています。

跡継ぎ経営者が自ら採用した社員と、親世代の社員との間に溝があり、
商品開発を進める前に、社内の土壌づくりが必要でした。経営者の
キャラクターから、自社で開発する理由やコンセプトを設計。そこか
ら商品開発を通して一枚岩になれるよう、役割分担やチームビルディ
ングをサポート。具体的に、来年の商品化に向けて前進されています。

Incu
bate

＜ 八尾市立中小企業サポートセンター ＞
八尾市内の中小企業の皆様のさまざまなニーズにお応えする、無料の相談窓口を設置しています。

多彩な専門分野のコーディネーターが現場へ赴き、中小企業の皆様の課題解決をサポートします！

〒581-0006 八尾市清水町1-1-6 八尾商工会議所会館2F

9時〜17時（休業日：土・日・祝日、年末年始）

相談のご予約はこちら！

TEL： 072-925-8553
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